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《JOKER2 マ ニュ アル 目次 
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将 坦 人物 紹 人 人 で の eeeeewsctsaeeseteesetreeseaeceewasseeeaesssesreseeeseseeeeess [8 ] 
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バー ディ ー ソ フト ・ フ ァ ン クラ ブ の お 知ら せ … て ーー ドド ドド に に ーーー ツー |26 | 
終わ り に ・ ユ ー ザ ー サ ボー トー ドー ドー |27 | 
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r っ 
い 
1 この 放 、 当 ッ > ペー ディ ォ ー ツ アト で な 民 、 パー ディ ー ソ フト ギャ ラグ アー グッ ええ を 
| 製作 、 販 売 する 事 に な り まし た 。 ! 
! 今回 の キャ ラク ター グッ ズ は 、 カ レン ダー と 下敷 き で す 。 カ レン ダー は 、B 
「 4 一 つ折 り の 、 当 然 フ ルカ ラー、1992 年 4 月 か ら 翌 1993 年 3 月 まで 12 ヶ 月 分 「 
5 の カレ ング ー で 、 下 敷き は 、 こ れ も 当 然 フ ルカ ラー の B 5 の 大 き さ で す 。 
5 この 2 つ は 、 セ ッ ト の み の 限 定 販売 で 、1992 年 2 月 末 ま で 注文 を 承り ます 。 8 
| さて 、 問 題 の お 値段 で す が 、 セ ッ ト で 、2.000 円 で す 。 “ 
5 また 、 当 社 発売 の ゲー ム ソ フ ト 、|IBEAST 2 |1「 バ バー ディー ワー ルド 」 を 通信 
! 販売 で 、 定 価 に て ご 注文 くだ さっ た 方 に は 、 サ ービス と し て 、 バ ー デ ィ ー ソ 『 
| テト 符 作 か ルフ カー ド を プレ ゼン ト い た し て お り ま す ( 

ぎ 性 テ オン みか ー ド ド Mt だ 9 
! いづ れ も 、 送 料 は 500 円 か か り ま す の で 、 あ し か ら ず 。 「 
5 ご 注文 は 、 下 記 住所 に 、 現 金 書留 か 、 郵 便 小 為 替 で お 送り くだ さい 。 
| みな さん の ご 注文 を お 待ち し て いま す 。 ( 
M_ 9 


《 ご 注文 先 》 
〒124 東京 都 葛飾 区 堀切 3 一 12 一 8 
バー ディ ー ソ フト 
アイ テム ゲッ ズ 係 











《( は じ め に ) 


「TOKER2( ジ ョ ー カ ー 2 ) 」 を お 買い 上 げ 下 さい まし て 、 誠に あり が と う 御座 い 
ます 。JOKER2 は 、 開 発 部 2 課 が 制作 し た 「JOKER」 の 続編 で ある 西部 劇 の アド 
ベン ッ ンチ ャ ー ゲ ー ム で す 。 


JOKER シ リー ズ 開 発 ス タッ フ 開発 2 課 一 同 


林家 ば ー』 
ーー 
今回 は 真面目 に ひと つ 。 
と りあ る える ず 「]OKER」 は こい つ で 完結 で す 。 
愛着 あっ た か ら な 一 。 終わ っ ちゃ うっ て 光 し い 。 
ま 、 と に か く ワ イル ド 以 下 、 林 家 の 可 愛 い 子 供 達 の 最後 (一 応 ね 。) の 活躍 を じ っ 
くり と お 楽し み 下 さい ッ ! 
… 原 画 も CGCG も パッ ケー ジ も マニ ュ ア ル も 、 ハ ナ ヂ を 吹く 程 が ん ば っ た ん だ よ 
前 = っ 
夫 当 だ よう 。 うそ を じゃ 人 ない よう 。 
それ で は 、 フ ファン クラ テア 会 報 で 。 ま た お 達 い し まし ょ う 。 
ひめ ゅ ーー 一 ほっ ば は つい ば は … 
JOKER 外 伝 描 く ! か も ね 。 の 、 林 家 ば ー 


『「 美 龍 』 
美 龍 (メイ ロン ) で す 。 
を え 一 、 い よい よ 「JOKER」 も 終局 を 迎え … 
この 作品 と も これ で お 別れ で す 。 
や は り 、 シ リー ズ も の (た と え 2 本 で も ) は 、 す べ て 終わ る と 、 胸 に … こ う … 
な ん と いい ます か 、 く る モノ が あり ます ね 。 


ああ 、 目 頭 が 熱く な る …… 

プラ アカ や スペ ー ド や り デ ィ ア や … 直 長 や 、 神 共 … (お 気に入り 7 

も う 、 色 塗っ て きれ 一 ほ まれ 一 に し て あげ る の も 、 こ れ が 最後 な の か ぁ …… と 思 
5 

ああ ・…… 胸 が …… 甘い ……・ 。 

JOKER で こう な ん だ か ら 、C し CAL シ リー ス で は ほ ……… 私 、 ど うな っ て し まう ん だ 
の) eee e:@、 り 


非 し み の 美 龍 





"あき まさ き 』 
マニ ュ ア ル に は 「 ヒ ル ア デア が ガー ドド 物語 」 な ん て の も あり ます 。 よ り 、JOKEER の 
世界 を 深め た い 人 は 読ん で みて 下さ い 。 
「 登 場 人 物 の 紹介 」 は 、 か な り 本 編 に 立ち 入っ た 事 ま で 書い て ある の で 、 深 い 事 
まで 知り た く な い 人 は 、 デ ゲー ム の 方 を 先 に 進め る の が いい で し ょ う 。 
で は 、「JOKER」 の 最終 話 で す 。 存 分 に お 楽し み 下 さい …… 
ワイ ルド に な りき っ て 書き 上 げた 、 あ きま さき 
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(対応 機種 と 動作 環境 ) 


「TOKER 2 」 は 、 以 下 の 機 種 に 対応 し て いま す 。 
お 買い 求め いた だ いた ゲー ム ソ フ ト が 、 ご 使用 の 機種 に 対応 し て いる か 、 ご 人 確認 
ト さ い 。 
「PC9801V シ リー ズ 以 降 ・EPSON PC286、 386 シ リー ズ 」 
メイ ン メ モリ 640KB 以 上 必要 。 
FM 音源 ボー ド を 実装 し て いな い 場 合 は 、 音 楽 を お 
楽し み に な れ ま せん 。 
1M タ イプ の ディ スク ドラ イブ を 2 ドラ イブ 必要 。 
「X68000 シ リー ズ 」 
特別 な 動作 環境 は あり ませ ん 。 
「FM TOWNS シ リー ズ 」 
メイ ン メ モリ が 2M 以 上 必要 。 
2 ド テ イブ プ モー ド 。 


ト 記 以外 の 機種 で は 、 動 作 保証 が で きま せん 。 
尚 、 ラ ッ プ トッ プ 、 ノ ー ト で の 動作 は いた し ませ ん の で ご 了承 下さ い 。 








《( ゲ ー ム の 起動 方 法 》 


「PC9801V シ リー ズ 以 降 」 
ドラ イブ 1 に ゲー ム デ ィ ス ク A、 
ドラ イプ 2 に ゲー ム デ ィ ス ネス ク B を 入れ て 、 リ セッ ト し で 下さ きい 。 


「X68000 シ リー ズ 」 
ドラ イヴ 0 に ゲー ム デ ィ ス クタ A、 
F ド プラ イブ プ 」1 に ゲー ムイ スク グ B を 入れ て 。、 リ セッ ト し て 下 き い 。 
ハー ド デ ィ スク 内 詞 の 場合 は 、OPT 1 キー を 押し な が ら 起 動 し て 下さ い 。 


「FM 一 TOWNS シ リー ズ 」 
ドラ イプ 0 だ ゲー ム デ ィ ス ネス ク A、 
ドラ イプ 1 に ゲー ム デ ィ ズ ネズ ク B を 和信 れ て 、 リ セッ ト し て 下さ きい ぃ 。 


生 。 ゲー ム デ ィ ス ク の 差し 替え は 、 画 面 上 の 指示 に 従っ て 下さ い 。 


〈《 ゲ ー ム の 操作 方 法 》 


「 キ ー ボ ー ド 使用 の 場合 」 

決定 

コマ ンド 選択 
「 マ ウス 使用 の 場合 

決定 


ーー 
ーー 


証 ク リッ ク 


《 物 語 ) 


JOKER 復活 の 生け 埋 と し て 、 ワ イル ド は 自分 の 村 と ラウ ラ を 失っ て し まっ た 。 
ラウ ラ が 人 行方 不明 に な っ て か ら も 、JOKER は まだ 復活 し て いな い 。 

JOKER 復 活 に は 、 ま だ 時 が 満ち て いな い の だ ろう か ? 

お れ は 、 村 と ラウ ラ の 仙 で ある クラ ウデ ィ ア と ヒル デ ガ ー ド に 復讐 する 為 に 、 
女 ガ ンマ ン の ブラ ンカ と 共に この 西部 を さす らい 歩く …… 

途中 、 ク レ メ ン タイ ン と いう 女 ば か り の イン ディ アン 村 で 、 女 戦士 シノ ー ラ 、 
女 禁 長 ク レ メ ン タイ ン の 助け を 得 て 、 ク ラウ ディ ア と ヒル デ が ガー ド を 見 つけ た お 
れ は 、JOKER 復 活 を 阻止 し よう と する が …… 
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「 ワイ ルド WILD= ニ BLEED 」 


イン ディ アン と 自 人 の 混血 児 。 ワ イル ド と は 彼 の 性 格 か ら 取 っ た イン ディ アン 
同士 の ニッ ク ネ ー ム で 、 彼 は いつ も 父 の 形見 で ある 2 」 の 先 銃 を 腰 に 吊る し て い 
る 。 

フウ フラ と は 幼なじみ で あり 、 貴 吐 相 手 で も ある 。 

か な り の 女好き だ が 、 本 当 は ラウ ラ を - 一 途 に 想っ て いる 。 現 在 、 地 に 恋人 は ジ 
ー デ アデ 、 ジェ リー が いる 。 プラ シ 六 きど う や ん ら ミ = 八 同 士 も よく わか ら な い 関係 らし 
い ぃ い 。 ラ ウラ 以外 は 全 ー サ 体 関係 を 持つ 。 -- 夜 限り の 女性 も 数 多い 。 

寅 ね て あっ た 後ろ 髪 は 村 が 全 減 し た 直後 に 自分 の ナイ フ で 切り 落と し て いる . 
ほ 、 フウ ラ に 切り な mr ぅ うれ た 事 を 合い 近 し て の 行為 か どう か は わか ら な い 。 
て の 切っ た 髪 を ラウ ラ の 部 屋 に 直 いて きた 事 か ら 考 える と 、 ど うぅ も その よう で あ 

る が 、 た だ 単に ラウ ラ が 村 に 戻っ た 時 に 自分 の 生 死 を 知 ら せ る 為 か も 知れ な い 。 

條 は ハン ター の 血 を ユー トマ オォ PR k け て いる 。 銃 の 扱い に 関し て 

西部 一 で あろ う 。 首 に 掛け て ある 半 飾 品 は ラウ ラ の 贈り 物 。 

性 格 は 粗野 だ が 、 い い 若 者 で あ る 。19 歳 。 


「 プ ラン カ BRANCA」 


ワイ ルド と つる ん で 賞金 稼ぎ (バウ ンティー ハン ター) を 仕事 に する が 、 本 当 
の 彼女 の 日 的 は 妹 を 捜し 出し て 『 城 」』 に 連れ 戻す 事 で ある 。 

人 彼 女 は 吸血 団 に し か 知ら れ て いな い 幻 の 名 酒 『 名 な し 』」 を ワイ ルド と 共に 封 を 
切っ て いる 。 これ は 彼女 が 『 城 」 か ら 黙 っ て 持ち 出し た 物 で 、2 度 と 手 に 入ら な 
い 。 こ の 酒 に は 『 血 より も 江 い 絆 の 仲間 』」 と いう 意味 が ある 。 吸血 提 が 血 よ り も 
大 切 に し た 物 を こう し て 形 に する 事 は 珍し く 、 ま た それ 故に 名 前 も つけ られ な か 
ンー co 

フラ ンカ は 、 ワ イル ド に 何 度 も 体 を 許し て は いる が 、 ど う も 両 想い と いう 訳 で 
は な いら し い 。 ワ イル ド は 人 間 、 人 彼女 は 吸血 称 で ある 事 は 2 人 が 充分 に わか っ て 
いる 。 

フラ ンカ は 吸血 時 の 中 で も 混じり 気 な し の 生粋 な 吸血 盾 で 、 そ れ は 一 族 中 で 媒 
台 だ た る 資格 を 生ま れ も っ て 持ち 合わ せ て いる 事 を 意味 する 。 人 彼女 の 家系 か らし て 、 
人 間 と 結ば れる 事 は まず 許さ れ な い 。 

家族 は 、 両 親 と 妹 の ヒル デ ガ ー ド (ヒル ダ ) の 4 人 の 筐 だ が 、 吸 血 叶 に よく 
み ら れ る 人 間 と の 間 に 戯 れ に つく っ た 異母 兄弟 も 多い よう で ある 。 














デ ば mm の ひい ぎ 。 
K ンー 加 二 デー 3 
し しるく 密 Eh 
- へ * O 4 | 
6N 室 で 1 Ro + タ 
ュー mm と っ 4 
人 ) 褒 6 で \K = | 
ーー「 プン っ "テー | 
) SE 款 つづ 人 や ヽ ン 「 
WW 和 朱 ワウ +6 吉 
ーー e つ = うう 移 、 
で ヵ ) iM 36 ト 、 
ーー に 
3 敵 





ディ 























区 と を 所 
1 w 9 4 ! 
導 ミ 本 剖 の 4 
76 へ AX9 ws 4 に IN る 
O ュ >) 記 +S va リリ ヽ ヽ 、 
空 人 人 、 。 や ぐ し ご 
< て sy Ko さ ズ ト む 5 93 財 
8 2 る 定 和紀 守 軍 村 過 
| こ 肖 ーー ノ _o 0 ュ リ や マ J 写 っ 
S 心 守 記 選 づつ 邊 づつ 
コ の で 雪 マ 衝 人 
人 交 荘 要 で ト 酸 べ へ 
を が に !) N グ ト ソ ペー EE 3 | ト 
[ 主人 まま まい 
1 い | に 
ト 選 和 起 静 小 


則 
古 


の 人 人 間 で は 聞き 取れ な い 


破 
よ 
彼 

よ グ 

テグ 
区 


] 





イン 
れ 
の ) 
ち 
も 


に 
は 





生 
グ 
グ 【 





ラウ ラ LAURA」 

] 

と 賞 

を し て 
見 
か - 
ン 
9 、 
ン 


し = ゃ 
ア 
= 


じ ー3 ゃ やく 
で ) 逐 を *@ を 球 
ヶ年 六 時 ぐ | Q 
さ 宙 避 INh ル k レル IN 
っ ス 当 か 人 か や つつ コ な きず 
ーッ 
< 一 





* 








「 ヒ ル デ カ ガ カード HILDEGARD」 


了 摩 性 の 血 を 従え た 彼女 は 生粋 の 吸血 鬼 で あり 、 そ の 希有 な まで の 由緒 止 し い 吸 
血 の 血 筋 は 同じ バン パイ ア の 中 で も その 頂点 に 君 際 で きる だ け の カカ を 秘め て いる 。 
彼女 の 物腰 の 大 人 し い 風 貌 さゆ えた に 、 普 段 の 姿 か ら は その 力も 想像 が 難し い 。 反 
面 、 人 間 を 愛す る と いう 感情 に と まどっ て いる 。 プ ブラ ンカ の 実 の 妹 で あり 、 愛 称 
ば ヒル ダ 。 
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「 ク ラウ ディ ア  CLAUDIA 」 


- の ) 女 は 、 "Me 汰 貸 
魔術 を 繰り 返す 彼女 は 
で も その 美貌 の まま 魔術 に 明け 葛 れ て いる 県 い 謗 に 刀 まれ た 彼女 の 日 的 は 、 
の 
2 


に 
イル ド と ラウ ラ を 人 巻き 込む も の だ 


人 休 上 な 祈 冬 に 身 を 委ね て い 


キキ mn 
ワ 


どこ か 人 外 の 匂い を 漂わ すこ 
ナ 、 三 ( 十 牙 を 捧げ 人 3 て "の ) 音 科 み 


で マ 


還 還 還 還 還 


「 ラ イア ー 神 父 LIER」 


ワイ ルド の 父親 と 昔 知 り 合 い だ っ た らし い カ トリ ッ ク の 神父 。 

彼 は 神父 の 割 に は 、 苔 快 な 性 格 と 風貌 の 持ち 主 で あり 、 神 父 の 服 を 脱が せれ ば 
お よそ 聖職 者 に は 見 えな い 。 ワ イル ド に と っ て 、 い い 「 お っ さん 」 で ある 。 西部 
の 街 に 来る 以前 に 、 ハ ン ガ リー の トラ ン シ ル バニ ア 地 方 に て ヒル デ ガ ー ド と 面識 
が ある 。 


「 ス ペー ドク イー ン SPADE= ニ QUEEN」 


西部 の 街 に 占 く か らい る 女 占い 師 (情報 屋 )。 

神秘 な 香り を 漂わ す 人 彼女 は 西部 の 街 に 出 て 来 た ば か り の ワイ ルド の 助け に な っ 
を く 編 多 。 

スペ ー ド クイ ー ン と は 彼女 の 呼び 名 で あり 、 正 式 に は 名 前 と いう 訳 で は な い 。 
代々 スペ ー ド クイ ー ン と 呼ば れ た 女性 は 数 を 知れ な い 。 人 彼女 が 何 代 目 か は 不明 。 
彼女 は ワイ ルド の 父親 の 事 に 詳し いよ うな 日 ぶり を し た 事 が ある 。 それ は 、 人 科 
女 に と っ て ワイ ルド の 父親 は 肉体 関係 を 持っ た 唯一 人 の 人 物 だ か ら で あ る 。 
彼女 の 武器 は 54 種 類 の トラ ンプ に 、54 種 類 の 呪文 を 刻ん だ 物 で 、 手 裏 后 か ブー 
メラ ン の よう に 操り 、1 度 に 複数 の 敵 を 倒す 。 尚 、 材 質 は 銀 か チタ ン 合 金 に 酷似 
し た 物 と 思わ れる 。 

彼女 が な ぜ 不 老 不 死な の か は 不明 で ある が 、 助 手 の リ ディ ア と 1 度 だ け 手 合わ 
せ を し た 事 が ある 。 そ の 時 も 彼女 は 無傷 で わあ っ た 。 プ ブラ ンカ や ヒル ダ の よう に 吸 
血 鬼 と いう 訳 で も な いら し い 。 

今 現在 、 恋 人 は いな い 。 見た目 の 歳 は 20 代 後半 。 冷 静 沈着 で 頭脳 明 過 の 超 美 人 。 
服 は 紫 や 黒 を 好 ん で 着る 。 下着 は スリ ー イ ン ワ ン が 多い 。 


「 シ ェ リ ー・ フ ラド ー SHERRY ニ JURADO」 


始 館 フィ ー メ ル の 如 婦 見 習い 。16 歳 。 

父親 が メキ シコ 系 の 血 を 引く 有名 な フラ ド 一 家 の ワ ー ウ ルフ ハン ター で あっ た 
が 、 既 に 現在 は いな い 。 両親 を 亡くし て か ら は 、 幼 な じみ の ジー ン が いる 妨 館 フ 
ィ ー ズ ル を 頼り 、 生 活 の 為 に 始 婦 見 習い を 始め た 。 元 お 嬢 様 で 愛情 の 中 で 育っ た 
彼女 だ が 、 今 は 、 ジ ー ン だ けが 頼り で あり 、 ま た 姉 の よう な 人 存在 で ある 。 人 彼女 が 
旭 婦 と し て の 舞台 に 立っ た の は 一 度 だ け で 、 後 は ワイ ルド が 引き 取っ た 。 








「 ジー ン ・ ブ ルー ム JEAN=BLOOM 」 


書館 フィ ー メ ル の 如 婦 。20 歳 。 

ブル ー ム 家 の 長 女 と し て 生ま れる が 、 如 婦 と し て の 道 を 歩む 。 怒 館 フ ィ ー メ ル 
の いち ば ん 人 気 で 、 役 女 自 身 も 怒 婦 と し て の 自分 に プラ イド を 持っ て いる 。 性格 
は 、 画 倒 上 兄 が よく 、 幼 な じみ の シェ リー か ら 目 が 離せ な い 如 御 肌 的 な 性 格 で ある 。 
ン ェ リー に と っ て は 、 い い お 姉 さん で ある 。 仕事 以外 の 暴 性 関係 と 言え ば 、 密 か 
に ワイ ルド に 淡い 恋心 を 抱い て いる くら いで ある 。 最近 髪 を の ば し て いる 。 





SHERRY 三 JURADO JEAN 三 BLOOM 





AKI _ MASAKI 





「 やれやれ …… わざ わざ スン が ガリ ー ま 0 規 な ん か に 降 られ ち ゃ か な わん 
な ーー 」 

先程 まで 穏やか だ っ た 天気 が 、 今 に も 崩れ だ し そう だ っ た 。 

山道 は それ 程 険 し く は な い が 、 雨 が 降る と な れ ば 話 は 違う 。 

神 食 が 愚痴 を こぼし 、 空 を 見 上 げ る 。 

神父 の 姿 を し て は いる が 、 ど こ か 郵 々 (ヒョウ ヒョウ ) と し て いて 、 そ の 顔 は 不 
精 角 を は や し 、 い か つい 体 駆 (タイ ク ) は お よそ 挙 闘 家 か 荒 武 者 を 思わ せる 。 

「 雨 宿り で きる 場所 を 探さ きん と な …… 今夜 は 座 え そう だ 」 

「 あ あ 」 

神父 の 隣 で 、 精 避 ( セ イカン) な 男 が 答え た 。 旅 人 の 格好 は し て いる が 、- 目 で 
屈強 な 男 と 知れ る 。 

少し 長め に カッ ト さ れ た ラフ な 蒼い 髪 に 、 同 色 の 瞳 …… 両方 の 腰 に は 本 の 和 挙 
銃 が ぶら さげ られ て いる 。 

「 ま だ 、 着 か ん の か な ? 」 

神 焦 が ご ち た 。 

まだ 7 法 索 」 

ヲ カ の 示す 方 向 に 建物 が 見 えた 。 小 高い 丘 の 上 に 立て られ た 古城 で ある 。 そ の 膨 
り に は 、 お お いし げっ た 木々 に 囲ま れ て いる 。 

神父 と 男 は 、 そ の 古城 に 向かっ て いた 。 

「 こ の 街 に は 、 も う 殆 ど 若 い 娘 は いな いそ うだ …… つま らん 所 だ と は 思わ な い 
か 7 」 

「 学 光 親 な 

吸血 所 も そろ そろ 自分 達 の 食料 が この 街 で は 底 を 尽き た か な 7 」 

今 は 夕暮 れ 時 で あっ た 。 陽 は まだ 沈ん で は いな い 。 

ーー 人 が 街 に 洛 在 し た 限り で は 、 殆 ど 若 い 娘 を 見 か け な か っ た 。 

菩 も 、 吸 血 鬼 を 恐れ て 家 か ら 女 は 外 に 出 な い の が 常識 に な りつ つ あ っ た の だ が 。 
ーー 信 は 、 こ の 街 に 現れ る 吸血 鬼 を 退治 する 為 に 、 こ の 地 に 訪れ て いた 。 

「 女 の 吸血 時 は 、 男 の 血 を 吸う そう だ ぞ ? 」 

神父 が 男 に 歯 を 剃 いた 。 

「 そ の よう だ な 」 

「 雲 形 が 旭 わ れ や すい そう だ 。 わ し も 気 を つけ ん と な 」 

神 信 は 、 胸 の 十字 梨 を 握り 締め な が ら 言 っ た 。 

神 信 は 笑っ た 。 男 も つら れ て 笑う 。 

雨 は 次 省 に 激しく な っ て きた 。 

早 木 が 雨宮 で し っ と り と 濡れ 、 地 面 を 弾く 雨 が 次 第 に 雨 音 を 増し て いっ た 。 


だ ん だ ん と 雨 が 到 の よう に な っ て 、 辺 り を 棒 い 始 め て いた 。 
いよ いよ 雨 は 本 格 的 に 降り だ し た らし い 。 








雨 が 艇 ( ス ダ レ ) の よう に 二 人 の 視界 を 八 っ て いる 。 

その 艇 の 興 で 、 一 つの 気配 が わい た 。 

だ 

と 、 神 父 が 問う た 。 

問う て か ら 、 和 気配 は 近づい て 来る 事 で 応え た 。 

雨 が 創り 出す 幻想 の よう な 有 霧 に 包ま れる 中 、 そ の 中 心 が 像 ける よう に 、 小 さ な 
人 影 が 現れ た 。 

「 2 し 2 

神父 は 小さ な 人 影 に も う 一 度 問う た 。 

ここ か ら で は 、 影 は 人 影 の まま で あっ た 。 

人 及 は 女 の 形 を し て いた 。 

会 度 は 、 す ぐに 応え を は あっ た 。 

「 こ こ は 、 我 が 城 の 儲 地 。 そ れ を 知っ て 、 足 を 踏み 入れ る か 」 

迷 々 (サン サン ) と 降り そそ ぐ 雨 の 音 を 介 せ ず に 、 美 し い 声 が 響い た 。 

その 声 に ふさ わし いか の よう に 、 の 中 か ら 影 が 近づく に つれ 、 美 し い 少 女 が 
交 を 現 わ し た 。 

神父 も 男 も 一 瞬 息 を 引き 、 魅 入ら れ た か の よう に 、 全 て の 動き を 止め て いた 。 
美しかっ た 。 神 の いた ずら に 造作 され た 彫刻 が ある と すれ ば 、 こ の 少女 に 間 違 
い は な い だ ろ う 。 

碧眼 の 瞳 は 、 深 く 蒼 く 、 幻 想 さ え 色 あせ る 不思議 な 人 形 を 思わ せ た 。 

長く の ば し た 人 金色 の 髪 は 、 腰 の 中 ご ろ で 切り 揃え られ 、 少 女 特有 の 清 延 さ を 譲 
(カモ ) し 出し て いる 。 

少女 の 肌 は 、 和 人 透き通る よう に 円 く 、 知 ら な いも の が 見 れ ば 、 病 的 な 息 さ を 連想 
する だ あう 3。 

その 肌 の 色 と は 対象 的 に 、 し か し 、 こ れ ば か り は 理想 的 に 形作ら れ た その 辱 が 、 
その 細い 容貌 と は 裏腹 に 妖 江 で きえ あっ た 。 

唇 だ けが 、 赤 く 紅 色 (クレ ナイ イロ ) に 染まっ て いた …… e 

「 驚 いた な 。 こ ん な に 近づか れる まで 気配 を 感じ し な か っ た 」 


閣 き こそ し な か っ た が 、 男 も 同じ らし い 。 

吸血 鬼 は 秀 に さそ も 姿 を か える …… そん な 言葉 が 、 男 の 脳 理 を よぎっ た 

「 お嬢さん が 、 噂 の 吸血 提 か な 7?」 

神父 が 、 右 手 を 胸 に 当て て 、 仰 々 (ギョ ウ ギ ョ ウ ) し く 、 頭 を 下げ る 。 

男 は 、 そ の 様子 を 面 日 そう に 眺め て いた 。 

この 二 人 を 見 て いる と 、 ふ ざけ て いる よう に も 見 える 。 

少女 は 応え を ず 、 二 人 の 目 を 見 据え て いた 。 

「 吸 血 鬼 は 、 雨 の 日 に は 出 な いと 聞く が 、 お 譲 さ ん は 特別 の よう で す な ?.」 
神父 は 、 少 女 に 不用 意 に 近づき な が ら 訪 ね た 。 不思議 な 事 に お 互い に 隔て られ 














た 四 離 は 少し も 縮まり は し な か っ た 。 

「 こ の 数 百年 、 我 が 『 城 』 を 落と そう と する 募 が 、 あと を た た ぬ 。 お 前 た ち も 、 
その 日 か 」 

少女 が 初め て 口 に し た 言葉 は 懐 愉 (モイ ソウ ) さ に 加え 、 凛 (リン ) と し た 舗 
き を 持っ て いた 。 

「 参 っ た な 。 お 譲 さ ん は 、 こ の 若 さ で 年 上 だ よ 」 

「 そ ん な も ん さ 。 お れ た ち も 歳 を と る 訳 だ 」 

「 こ の 地 に 赴 (オモ ム ) いた 訳 は や は り 、 私 ら の 命 を 狩る 為 か ? 」 
少女 が 静か に 問う た 。 

「 刺 れ な が ら 夫人 神 が 望 む の で すす 」 

神父 は 空 を 仰ぎ 、「 ア ー メ ン 」 と ば か り に 胸 に 十字 を きっ た 。 

「 面 日 い 男 。 そ な た 、 神 父 か ? そちら の 男 は ハン ター だ な ? 」 

「 ご ちっ と も る 」 

カ は 隠 きず 応え た 。 彼 は 、 人 間 以 外 は 何で も 狩る と 恐れ られ た ハン ター な の が だ 。 
「 そ れ に し て も 、 陽 光 も 、 雨 水 も 苦 に し な いと は 、 お 父上 の 血筋 の せい か な ? 」 
神父 の 問い に 少女 は 応え な い 。 

「 さ て 、 二 人 一 緒 じ ゃ レデ ィ に 失礼 だ な 。 お 前 …… や る か ? 」 

神 人 欠 が 男 に 問う 。 

「 お れ は 、 手 出し し な い 約 束 だ 」 

「 そ うか 7?7」 

「 そ うさ 」 

そう 言う な り 、 男 は さっ き と わ き に どい て し まっ た 。 すっかり 傍観 (ボウ カン ) 
を きめ 込む らし い 。 

「 で は 、 一 つ お 相手 し て 貰お うか ? …… お 譲 さ ん 」 

神父 は 共 闘 の 構え を を と っ た 。 それは 中 国 挙 法 に どこ か 似 て いた 。 

「 二 人 で か か っ て き て も よい の だ ぞ 」 

少女 は 、 自 信 に 満ち た 笑顔 で 応え た 。 

「 有 り 難 い が 、 そ の ご 好意 に は 及ば ん よ 」 

神 食 も 、 自 信 に 満ち た 笑顔 で 応え た 。 

"吸血鬼 は 、 生 き 血 を 唆 る 事 に より 、 死 後 も 肉体 は 朽ち る 事 な く 存在 し 続け る 
と 聞く …… と れ 、 ち ょ っ と 試し て みる か ?」 

、 意 に 神父 が 美しい 女 に 歩み 寄り 、 頭 を ぐる り と 回 し て 、 首 の 骨 を 鳴ら す 。 
こき っ と いう 小気味 よい 音 が 響い た 。 

「 お 前 は 、 そ こ で みて ろ よ 」 

神父 は 相棒 に 釘 を さ し た 。 


「 タ w ッ 1) 」 
神 欠 は 、 鋭 い 突 き を 少女 に 浴び せ た 。 


ーー 





少女 は 、 そ れ を 上 回 る スピ ー ド で 、 神 父 の 拳 を か わす 。 

神父 の ケリ も と ん だ 。 

これ も 殆ど 体勢 を 月 さ ず に か わし きる 。 

け て 、 勝 く 間 に 幾度 も 突き を 放つ 。 

常人 で は 、 と て も 見 切る 事 の で きぬ 早 さ で 繰り 出さ れる 拳 を 、 ま る で 手玉 に 取 
る か の よう に 全て 紙 一 重 で か わし きっ て いた 。 


「 ほお で 5 

一 見 、 神 父 が 一 方 的 に 攻め て いる よう に 見 える が 、 息 が 荒く な っ て いる の は 、 
利信 の 方 で あっ た 。 

「 こ の お 譲 さ ん …… な か な か や る ぞ 」 


いつ つけ られ た も の か 、 神 信 の 類 か ら 、 一 筋 の 血 が 珠 と な っ て に じみ 始め た 。 

少女 の 左手 の 指先 が 変化 し て いた 。 

先ほど 迄 は 、 綺 麗 に 切り 揃え られ た 美しい 五 指 の 爪 が 、 三 士 モ セン チ ば か り 鋭 く 
伸び て る 。 

「 ま じ め に や れ 」 

協 が 叱 尼 (シッ タ ) し た 。 

「 お 前 は 手 を 出す な よ 」 

利信 が ちら り と 協 の 方 を 向く と 、 人 急速 に 少女 と の 間合い を 詰め た 。 

少女 は 近づく に つれ 美しき が 増す よう で あっ た 。 

少女 の 障 が 、 か っ と 見 開か れる 。 

「 フ ュ ッ 『 キ 」 

神父 は 胸 に か か っ た 十字 架 を ちぎ り 、 当 と 一 緒 に 少女 の 胸 に 叩き つけ た 。 

少女 の 胸 で 、 十 字 困 が 筒 ける よう に 白 い 煙 を 放つ 。 

肉 の 乱 け だ た れる 嫌 な 匂い が 、 鼻 電 を つい た 。 


少女 は バラ ンス を 衣 し 、 危 うく 片 膝 を つき そう に な っ た 。 

少女 の 服 は 十字 に 和 け た だ れ 、 可 愛らしい 胸 が 煙 を 吐い て いる 。 

十字 架 は その 少女 の 胸 に 食い 込む せよ うに し て 離れ よう と し な い 。 

「 す まん な …… 少し ば か り 羊 い ぞ 」 

少女 は 、 胸 に 張り 付く 十字 人 梨 を 爪 の 伸び きっ て いな い 右 手 で 市 し 取 ろ うと 提 り 
%\ め ) た 。 

少女 の 右手 か ら 、 日 煙 が じゅ うじ ゅ うと 音 を た て な が ら の ぼっ て いる 。 

「 そ の 十字 梨 を 剃 す の は ちょ いと 困 将 だ ぞ 」 

少女 は 苦痛 の 表情 を 浮か べ て 、 神 父 を 晶 みつ けた 。 深紅 に 燃え た 双 用 が 、 絶 対 
の 目 信 を 込め て 十字 架 を 放っ た 神父 を 凍 て つ か せ た 。 

少女 が 、 十 字 架 を 握り締め た 途 端 に 、 突 き 刺 す よ うな 悲鳴 が 辺り を 貫 か せ た 。 

少女 は 唇 を 只 み きり な が ら も 、 和 け 焦げ た 学 ( テ チノ ヒ ラ ) で 十字 人 架 を 剃 し 取 ろ 


3 と する 。 





束 : 骨 が svcoc: 17 」 
少女 の 掌 か ら 一 層 の 碧 煙 が た ち 上 が る と 、 そ の 右手 で 十字 和 架 を 剣 ぎ 取っ た 。 
そし て 、 あ まつ さえ る 、 そ の 十字 人 架 を 電光 の 速 さ で 神父 に 投げ 返す まで や っ て の 
けた の だ 。 

剥ぎ 取っ た 十字 架 が 神父 の 顔面 に 当たる 寸前 で 、 彼 の 手 に 絡み 取ら れ た 十字 人 架 
は 、 彼 の 挙 さ えも 向 けた だ ら せ 、 や が て 、 十 字 架 の 熱 が 神父 の 掌 で お さま っ て い 


(0 


「 お 前 の 十字 和 架 が 跳ね 返さ れる 所 …… 初 め て 見 た ぞ 」 
ガ カ が 、 少 し も 和沙 い た ふう も な く 言 っ た 。 
ma 『 

神父 は 戦 人 し て いた 。 

これ は ほど の 精神 力 を 持っ た 吸血 盾 …… や は り …… 


「 帰 ろう か な ?」 

ここ まで き て この 友 詞 と は 、 余 程 の 裏 傑 か 記 鹿 者 か 。 

「 逃 さん ぞ …… この 傷 の 礼 は させ て 貰う 」 

爪 の 生え た 左手 を 高らか に あげ る 。 

少女 の 唇 が ます ます 血 の 色 に 染まっ て いた 。 そ の 可愛 らし い 唇 の わき か ら の ぞ 
く 二 本 の 日 き 輝 き は 牙 で は な か ろう か 。 

みる みる 内 に 、 胸 の 傷 が ふさ が り 始 め た 。 


燃え 尽き た 胸 を 順 う 服 こそ 元 に 戻ら ぬ と は いえ 、 完 全 に 肌 は 美しく 自 い 肌 を 取 
り 戻 し つつ あっ た 。 

先程 の 技 は 、 も う 二 度 と きか ん ぞ 」 

少女 の 言う よう に 神父 も 二度と 効果 が ある と は 思わ な か っ た 。 

そし て 、 神 父 は 自分 の 目 を 疑う か の よう に 、 目 を 見 開い て 少女 を 見 つめ た 。 

実際 、 背 齋 ・ 体 つき と も 明らか に 違っ て いた 。 

見 た 日 で は 、15・ 6 の 少女 か ら 、20 位 に は 成長 し た か の よう だ っ た か た 。 

月 の 光 が 人 の 形 を 取っ て お り た か の 様 に 舶 く 爺 き 通る 肌 、 夜 の ナイ ル の 流れ を 
映す 長く 油 や か な 映 。 深 紅 の 血 で 染め 上 げた よう に 難 や か で 、 ゾ 整っ た 大 。 そ の ど 
れ も が 、 神 の 技巧 を 疾 ら し た 「 美 」 そ の も の だ っ た 。 

先程 の 可憐 さき は 、 微 鹿 も な い 。 懐 夫 (セイ ソウ ) な 表情 は むし ろ 、 妖 洪 な 女 を 
思わ せ た 。 

「 こ ちら の 番 だ な 」 

女 が 静か に 咳 (ツブ プ ヤ ) いた 。 

そし て 、 地 を 蹴っ た と も 思え ぬ 体 勢 の まま 、 一 気 に 数 メー トル も 蹴 中 し て の け 

神父 が 、 女 吸血 旭 の 蹴 曜 に 合わ せ て 後 ず さ る 。 

女 吸血 の 鋭い 爪 が 、 一 線 を 描い た 。 








赤い 基 が 、 肉 の 切れ る 音 と 共に 飛び 散る 。 

「 お お お っ 『!」 

神父 の 胸 か ら 鮮 邊 が 飛び 散る 。 

先程 、 自 分 の 受け た 傷 と 十分 た が わ ぬ 位置 を ! 
「 そ の 傷 日 …… ふさ げ る か ?」 


胸 を 押さ きえ て 、 神 父 は 膝 ま づい た 。 

鮮血 が 、 地 面 に 吸い 取ら れ て いっ た 。 

傷 日 は 肺 まで 届い て いる か も 知れ な か っ た 。 

「 で は 、 死 ぬ が いい 」 

女 吸 血 提 が 、 死 の 言葉 を 投げ か ける と 、 爪 を 神父 の 心臓 に 向け た …… 


一 気 に 振 り 降 ろ そ うと し た 手 に 、 突 如 数 本 の 針 が 生ま れ た か の よう に 、 女 吸血 
中 の 動き を 縫い 取っ た 。 

死滅 し な い 死 者 …… か 。 な る 程 、 呪 われ た 血 の 系 譜 と いう 訳 か 」 

「!」 

「 選 手 災 代 だ …… - 対 一 で すま な いな 」 

協 が 立ち 上 が っ た 。 

す た す た と 、 二 人 の 前 まで 歩み 寄る 。 

や な 役 を 押し 付け る な よ …… 恨 ん で いい か 7?」 

協 は 神父 を か つぎ 上 げた 。 

神父 は 、 男 の 肩 に 抱か れ な が ら 、 道 の わき に 横 た え た 。 

何故 か 女 吸血 技 は 、 止 め を 刺す は ず の 神父 を 、 男 が 運ぶ 様 を た だ 黙っ て 眺め て 
いた だ た 。 

「 相 棒 が 、 戦 意 可 失 だ 。 疲 れ て いる 所 を 済ま な い が 、 一 手 、 手 合わ せ を 願 お う 」 
腕 に 突き 刺さ っ た 針 を 抜き 取り な が ら 、 女 吸血 鬼 は 男 に 向き 直っ た 。 

「 お れ は 、 ハ ンタ ー だ 。 主 に 銃 を 使う が 、 あ ん た に は 無駄 どろ うな 」 


協 は 懐か ら カ ー ド を 取り だ し た 。 

見 た 所 、 何 の 変 折 も な い カ ー ド だ が 、 や け に 年 期 の 入っ た 物 だ と 言え な い 事 も 
な い 。 

男 は 、 カ ー ド の 表面 に 呪文 を 唱え る と 、 吸 碧 鬼 に 向かっ て 放っ た 。 

さして カカ を 入れ だ た ふう で も な い の に 、 手 首 の スナ ッ プ だ け で カー ド は 一 直線 に 
日 標 を めがけ て 飛来 し た 。 

「 具 の 紙 き れ と は 、 ち ょ っ と 違う ぞ 」 

女 吸血 如 は 、 自 分 に 向かっ て 隊 来 する カー ド を 鋭い 爪 で な ぎ は ら お うと し た 。 

だ が 、 呪 文 を 刻ま れ た カー ド は 爪 を 切り 像 き 、 女 吸血 鬼 の 胸 に 深々 と 突き 刺さ 
人 。 














ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー デ ーー 一 一 一 - ーーーー 一 


女 吸 血 軒 は 、 砺 鳴 を 上 げ て 、 地 面 に し ゃ が み 込 ん だ 。 

胸 を 押さ えて 、 思 も 絶え 絶え に 喘い で いる 。 

「 先程 と 同じ 場所 で すま ん な 」 

今度 は 十字 架 と 違っ て 、 一 向 に 抜け る 気配 が な い 。 そ れ ど ころ か 、 人 徐々 に だ が 
更に め り 込 も うと し て いる 。 

「 そ の カー ド に は 、 心 臓 を 求め る よう に 呪文 を 施し て ある 。 貫き 通す まで カー ド 
は 止ま らん よ 」 

声 を 殺し て 、 女 吸血 時 が 必死 に カー ド を 抜き 取 ろ うと も が いて いる 。 

カー ド に は 赤く 玩 字 の よう な 文字 が 浮き で て いた だ 。 

徐々 に カー ド は 、 心 臓 を えぐ り 、 婦 吸血鬼 は 血 反 吐 を 吐い た 。 

男 が 、 女 吸血 邊 の 前 に 歩み 寄る 。 

女 吸血 提 の 痛 に 飾ら れ た 紋章 が 、 男 の 目 に つい た 

ドラ ゴン の 紋章 で あっ た 。 

巨大 な ドラ ゴン が 尾 を くわ える よう に 銀 の 牙 を 包み 込ん だ も の …… 

何故 か 男 が 一 明 悲 し げ な 目 を し た の を 女 吸 血 擬 は 見 逃さ な か っ た 。 

「 真紅 の 血 の 香 り を 漂わ せな た な 、 導 の 中 に 上 づ く 串 わ れ た 永遠 の 命 …… 半 女 た ち 吸 
個 思 も また 、 生 きる 為 に は 人 の 血 が 必要 だ っ た の だ ろう …… 」 

女 吸血 昌 は 、 苦 痛 と 出血 に 意 蔵 が 朋 豚 (モウ ロウ ) と する 中 、 男 の 声 に 耳 を 傾 
げ そ で だ た 。 

呪文 の カー ド は 、 女 吸血 鬼 の 胸 に 半ば 程 ま で 食い 込ん で いた 。 

う に 心臓 に まで 到達 し て いる 答 だ っ た 。 
男 は 、 つ い に 横 た ぇ 意識 も ある か な いか の 女 吸血 に 向かっ て 淡々 と 話し 続け 


が 
「 人 も また 、 生 きる 為 に 動植物 を 殺し て は 糧 と する …… 人 間 ば か り が 、 喰 われ る 
作 に まわ っ た と て 、 吸 血 邊 を 商 め る 訳 に は いく まい …… 」 


才 は 吸血 鬼 の 心 級 か ら 生 を る カー ド に 手 を 深 える と 、 再 び 吹 文 を 唱え 始め た 。 

不 意 に カー ド の 侵攻 が 止ま っ た 。 

の 

よく 聞け ば 、 呪 文 を 送 き に 唱え を た と わか っ た だ ろう )。 

男 は カー ド を つか むと 、 一 気 に 抜 き 取 っ た 。 

鮮血 で 塗ら れ た カー ド を 懐 に し まい 込む 。 

ma た 生 す 」 

ーー つの 心臓 に つの 魂 か …… 死 な な い 死 者 は ーー 

も は や 精神 力 だ け で 壮 う じ て の 意識 を 保つ 災 血 鬼 に 、 田 労 は 不思議 な 問い を 投 
げ か けた …… 


だ ん だ 。 ち う 桁 わっ だ か 」 
神 人 欠 が 人 の 側 に 歩い て 米 た 。 








女 吸血 鬼 の 出血 は 既に カー ド を 抜い た 時 点 で 止血 さ れ て いる 。 
傷 が 傷 だ け に 、 再 生 に は 時 間 が か か る だ ろう 。 


「 和 美しい 女 を 殺す に は し の びな い …… そ この 神父 も 同じ さ 」 
の て の し い ?」 


「 ぶ 、 ん 、 わ し も 今日 は 調子 が で ん と 思っ た ら 、 や や はり それ が 哲 因 か 」 

「 始 めか ら 、 役 女 を 組 す 気 は ある まい ?」 

uecegeweose 

神父 の 胸 の 傷も 、 出 血 は 止ま っ て いた 。 

「 お 前 な ら あ れ ぐ らい の 傷 、 気力 で 止 箇 で きた だ ろう 。 わ ざと 負け て 、 寸 で の 所 
で お ぢ お れ に 責任 を 押し 付け る 心 づ も り と は な 」 

神父 は 、 い つも な ら 懐 に 持っ た 「 聖 水 」 を 敵 に 振り か け 、 全 身 を 向 く の だ が 、 
会 日 に 限っ て それ を し な か っ た の で ある 。 

「 ぶ ん 7 …… 何 の 事 だ 7? 」 

男 の 言 う よ う に 、 先 程 ま で 力 つ き て いた 神父 が 別 和 の よう で あっ た 。 

「 最 初 に お 前 が 彼女 を 見 た 目 が 、 魅 せら れ た よう だ っ た か ら な 。 と て も 回 職 者 
と る 思え ん 」 

「 馬 鹿 を 言え 。 お 前 こそ あや し いも の だ 。 手 心 な ど 加 え お っ て ! これ で は 完全 
に 再生 する ぞ 」 

「 お 互い 、 修 行 が 足り ん な ……… J 

「 ま っ く 名 

二 人 人 は 卓 く せ の 後 、 ニ ギ ッ と 笑っ た 。 

「 お嬢さん の 名 は ?」 

男 が 問う た 。 


「 ヒル アプ " ガー 一 ド 」 

「 ヒ ル デ ガ ー ド か …… い い 名 だ 。 一 つ 言 っ て お こう …… 女 は 男 に 守ら れる べき 
式 
本 1 


ヒル デ が ガー ド は 黙っ て 男 の 言 葉 に 聞き 入っ て いた 。 

「 わ し も ちゃ 一 つつ 有り難 い 言 葉 を 教え て や ろう . 

ヒル デ ガ ー ド は 神 信 に 向き 直っ た 。 

「 わ し は 、 無 英 だ ! 」 

神父 も 負け て は いな か っ た 。 

「 相 変わ ら ず 、 有 り 難 いよ 。 お 前 の 言葉 は 」 

大 き な 声 で 笑う 二 人 を ヒル デ が ー ド は じっと 見 つめ て いた 。 

彼女 は 、 二 和 人 人 が この 地 を 去っ て か ら も 、 こ の 時 、 男 に 感じ た 甘い 想い を 、 つ い 
で の 、 理解 は 出来 な か っ た RA 
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《 く バー ディ ー ソ フト ・ フ ァ ン クラ ブ 結 成 の お 知ら せ ) 


この 度 、 た くさ ん の ご 要望 に より 、 フ ァ ン クラ ブ を 結成 する 事 に な り ま し た 。 
以下 の 説明 を よく 読ん で 、 別 紙 の 「 バ バーディー ソフ ト ・ フ ァ ン クラ ブ 申 し 込み 用 
算 」 に 必要 事項 を も れ な く < 記入 し て 申し 込ん で 下さ い 。 


「 入 会 特典 」 

新規 入会 者 全員 プレ ゼン ト 'JOKER 2 」 か 『BEAST 2 」 そ の 他 の オリ ジ ナ 
ル ボ スタ ー の どれ か 1 つ を 、 人 入会 者 全員 に プレ ゼン 
ト し ます 。 詳し く は 「 申 し 込み 用 紙 」 を ご 覧 下さ い 。 


会 員 証 の 発行 貴方 だ け の 会 員 ナ ン バ ー が 登録 され た 、 バ ー デ ィ 
ー ソ フト 会 員 十 を 発行 し ます 。 


会 報 の 発行 バー ディ ー ソ フト の 会 報 を 発行 いた し ます 。 新 作 
青 報 や 普段 は 誰 も 知る 事 の で き な い 製作 秘話 、 会 員 
か ら の お 手紙 の 紹介 、 マ ン ガ 、 な ど な ど 、 楽 し い 情 
報 が 満載 で す 。 


入会 費 S00 円 
年 会 費 1000 円 
谷 計 1500 円 


申し 込み 用 紙 」 の 裏面 が 白紙 に な っ て いま す の で 、 ゲ ー ム ソフ ト の 感想 や 、 イ 
フス ト な ど 、 ご 自由 に お 書き 下さ い 。 イ ラス ト は 、 今 後 の 会 報 な ど で 掲載 させ て 
い だ た だ く 場 合 も あり ます 。 


送り 先 」 

事務 処理 上 、 お つり を 返却 で き な い 場合 が あり ます の で 、 お つり の な いよ うに 
休会 堆 を し っ か 偽 隊 し て 利 続 p 「 テ ンク ラブ 申し 込み 書 」 と 「 現 金 書留 か 郵 
便 為 替 」 を 添え て 下記 の 住所 に 送っ て 下さ い 。 


124 東京 都 偶 飾 区 堀切 3 一 12 一 8 
ッ パネ ホー ディ ネー ツジ フト ・ ラ ファン クラ プ 係 
"パー ディ ー ツ フト ファ ンク ラブ お 問い 合わ せ 先 。 
よ 胡 し 083 一 36959 一 7370 
尚 、 こ ちら か ら 送 る 郵便 物 の 包装 紙 は (H! ) で は あり ませ ん の で ご 安心 下さ 
い 。 ま た 、 入 会 の 際 に 年 齢 、 性 別 な ど は 一 切 問い ませ ん 。 た くさ ん の ご 応募 お 待 
ち し そい ます 。 











《 終 わり に ) 


最後 に 、『JOKER 2 』 制 作 に ご 協力 下さ いま し た 方 々 、 流 通 の 皆様 、 雑 誌 社 の 
次 様 、"JOKER 2 」 を 買っ て 下さ っ た ユー ザー 様 、 そ の 他 関 係 者 の 方 々 に 、 こ の 
場 を お 倍 り し て お 礼 筆 し ます 。 

沿 、 ユ ー ザ ー 登 録 葉 書 は な る べく 送付 し て 下さ い 。 葉書 の 感想 を 毎日 楽し く 読 
ませ て 貰っ て いま す 。 今 まで 通り 、 葉 書 で の キャ ラク ター へ の ファ ン レ ター も 受 
け 付 け て いま す 。 

いつ まで も 待っ て いま す ……… 


『 ユ ー ザ ー サ ポー ト 』 


製品 に は 万 全 を 期し て お り ま す が 、 万 一 プア ログ ラム が 作動 し な い 場 合 は 、 ま ず 
次 の 事 を お 確か め 下 さい 。 
・ パ ソコ ン 本 体 と ディ スプ レイ 等 が 正しく 接続 され て いま すか ? 
・ デ ィ ッ プス イッ チ や 設定 が 間違っ て いま せん か ? 
・ デ ィ ス ク は 正しく セッ ト さ れ て いま すか ? 
・ 一 度 電源 を 切っ て 、 パ ソコ ン の 状態 を 安定 きせ て か ら た ち 上 げ ま し た か ? 


それ で も 作動 し な か っ た ら …… 

同じ 機種 の 別 の パソ コン で 作動 し まし た ら 、 ご 使用 の 機械 の 故障 が 考え られ ます 。 

朋 記 の いずれ の 場合 に も 作動 し な い 時 は 、 ゲ ー ム ディ スク の 不良 が 考え られ ま 
す 。 お 手数 で す が 、 氏 名 、 住 所 、 電 話 番号 、 使 用 機種 名 (ボー ド 類 や 増設 ドラ イ 
プ な ども 出来 る だ け 詳 し く )、 ゲ ー ム が 正常 動作 し な い 時 の 詳し い 症 状 を お 書き の 
ト 上 、「 全 て の ディ スク 」 を お 送り 下さ い 。 至急 調査 の 上 、 交 換 品 を お 送り 致し ます 。 

沿 、 お 客 様 の 不 注意 に よる ディ スク の 破損 は 、1500 円 の 修理 費 が か か り ま す の 
で 、1500 円 分 の 郵便 為替 を 同封 し て 下さ い 。 
『 ご 注意 」 

『JOKER 2 」 の ブログ ラム 及 び 、 パ ペッ ケ ー ジ 、 マ ニュ アル は 、 2 ぷー メーー ザ プ 
ト の 著作 物 で す 。 無断 で 複写 、 複 製 す る 事 を 禁じ ます 。 


『 ユ ー ザ ー サ ポー ト お 問い 合わ せ 先 』 
EL。 08 一 3695 一 7370 
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パー ディ ォ ー ツ フト か らん ら 、 お 知らせ!! 

人 か 、 ッ ネー ディ ー ツ フト 作 唱 、 

"バーディー ワー ルド を 、 再販 で お 買い 求め 下さ る 

お 客 様 に 限り 、 も れ な く CAL 特 製 テ レ ホ ンカ ー ド プレ ゼン ト ! 
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